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＜連絡事項＞
・特別法人研修を下記の日程で実施します。

　日時：7月11日（火）17:15～18：30
　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
　テーマ：｢嚥下リハサポート研修
　　　　　　　～誤嚥性肺炎対策について呼吸リハビリテーションとの関係～」
　講師：田中　一正　Ｄｒ（昭和大学　特任教授）
　　　　仲保　徹　（昭和大学保健医療学部　理学療法学科　准教授）
　　　　三橋　幸聖　（昭和大学保健医療学部　作業療法学科　講師）

　八戸ビデオ研修：7月19日（金）：17：15～
　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール
＜患者様連絡事項＞
・中村　豊様～便秘時IFオーダーの指示とセンナリド１０回分処方。
・馬場　英世様～臨時薬同内容で７日分処方。
・市川　トミ様～臨時薬同内容で７日分処方。
・藤井　崇史様～不穏時レボトミン５回分処方。
・坂本　富也様～田中Dr診察し誤嚥性肺炎の所見あり。喀痰培養の指示あり。絶食し点滴3本キープ、タゾピペ3本/日開始となる。
・高橋　末吉様～田中Dr診察し尿路感染または誤嚥性肺炎の所見あり。胸部CT、喀痰培養の指示あり。ウォッシュアウト目的にて点滴3本キープ、タゾピペ3本/日開始となる。
・工藤　恭子様～歩行時ふらつきあるが歩行しようとしてしまうため体感ベルト使用許可あり。
・木村　格治様～食事普通盛りから大盛りに変更となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・野田　裕樹様～終日隔離中。朝食後薬服薬時に拒否あり、「飲む」「飲まない」と繰り返し話している。再三の促しにて服用するも、１錠手に隠しポケットに入れる様子あり。再度促しにて渋々服用する。時折ドア叩きあり都度対応するも、一方的な会話を何度も繰り返している。対面時不穏さはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放前はドア蹴りあり。開放後は書き物をしているが、時折走り回り奇声を出す事あり。他者への強要行為はない。帰室時の拒否なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。笑顔での他者交流見られ、他者トラブルなし。スタッフ対面時も穏やか。被害的言動や妄想様の言動なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。経管栄養トラブルなく施行。昨日準夜帯発熱あったが解熱している。他バイタルサインも異常なし。両手浮腫あり、ミトン外して経過観察中。MT自己抜去はない。引き続き観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想聞かれるが不穏さや切迫感なし。危険行動もなし。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・玉岡　公子様～他者干渉やスタッフへの頻回な話し掛けあるがトラブルなく経過。面会後Aユニットに戻る際に拒否あり、再三の促しにて渋々戻られている。その後も落ちつきなく、他者干渉や大声出す様子あり。
・杉澤　恵子様～嗜好品に関する訴え頻回に聞かれるが易怒性や粗暴性はなく経過。対面時穏やか。他者トラブルもない。
・上野　正志様～ユニット内徘徊している。帰宅要求あるが不穏さなく対面時穏やか。
＜田名部Dr診察情報＞
・野田　祐樹様～本人より開放観察の希望が聞かれているが、本日入浴時の粗暴性などがあった経過から、確実に服薬ができているか評価しながら検討していく事を説明される。レボトミン(50)1T寝る前に追加、ゾデピンからアリピプラゾール(24)1T　1×朝へ変更。
・立花　圭様～調子は「良いです」と答える。シクレスト錠への抵抗感を訴え、次回定期
薬よりオランザピン(10)に増量、シクレスト(5)中止となる。
・安達　貴浩様～今週は、落ち着いて過ごす事ができている事から、Bユニットへの移動を調整するように指示がある。左耳の違和感を訴えるが、異常所見はなく、経過観察となる。
・高柳　和子様～昨日の不穏行動について、自ら謝罪している。幻聴に関する訴えが聞かれ、夕食後薬が怖いという。明日夕より薬剤調整している。
・杉澤　恵子様～昨日の興奮について、「カッとなった」と話している。怒らないで過ごすよう指導を受けている。
・藤井　孝蔵様～今後の身体状態の経過を見ながら、食事変更を検討していく事となる。
